
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県では、建物屋根への太陽光発電・太陽熱利用の設備設置を促進するため、関係業界と連携した取組

を検討する「信州の屋根ソーラー普及検討会」を昨年９月に設置しました。 

この度、３回目の検討会を以下のとおり開催します。 
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１ 第３回検討会 
 
(1) 検討会の目的・内容 

環境影響が少なく、県民・県内企業の収入や電気代等光熱水費の削減につながる建物屋根

への太陽エネルギー設備の設置を促進するための方策等について検討する。 

(2) 日時 

平成 31年３月 20日(水)10時 30分～12時 30分 

(3) 場所 

県庁西庁舎３階 301号会議室 

(4) 構成員（別紙参照） 

太陽光関係団体、自動車関係団体、住宅関係団体、金融関係団体、福祉関係団体、 

経済団体、市町村、長野県 

(5) 議題（予定） 

・ソーラーマッピング（信州ソーラーポテンシャルマップ（仮称））デモンストレーション 

・ソーラーマッピングに関する作業の状況報告 

・各業界の取組等 

・その他 

 

２ その他 
 
・会議は公開とします。傍聴を希望される方は、３月 19 日(火)正午までに、環境エネルギ

ー課新エネルギー推進係までメールまたはＦＡＸで事前登録をお願いします（所属、氏名、

連絡先をご記載下さい）。座席数に限りがありますので、傍聴希望多数の場合には傍聴を

お断りさせて頂く場合がございます。予めご承知おきください（先着優先）。傍聴不可の

方にのみ３月 19日（火）17時までに環境エネルギー課からメールまたは電話でご連絡し

ます。 

長野県（環境部）プレスリリース  平成 31 年（2019 年）３月 15 日 

 
第３回信州の屋根ソーラー普及検討会を開催します 

～ポテンシャルマップのデモンストレーションを実施！～ 

環境部環境エネルギー課新エネルギー推進係 
（課長）真関 隆 （係長）神田 大介 
         （担当）井出 洋文 
電 話  026-235-7179（直通） 

026-232-0111（代表） 内線 2728 
F A X  026-235-7491 
E-mail shin-ene@pref.nagano.lg.jp 



 

 

 

信州の屋根ソーラー普及検討会 構成員 

分野 団体名 

太陽光関係団体 

自然エネルギー信州ネット 

太陽エネルギー推進協議会 

一般社団法人太陽光発電協会 

長野県電機商業組合 

自動車関係団体 一般社団法人長野県自動車販売店協会 

住宅関係団体 長野県住まいづくり推進協議会 

金融関係団体 
環境エネルギー政策を推進するための長野県と金融機関との研究会 

（金融研究会） 

福祉関係団体 

長野県社会福祉協議会 

長野県社会福祉法人経営者協議会 

経済団体 

一般社団法人長野県経営者協会 

長野県中小企業団体中央会 

一般社団法人長野県商工会議所連合会 

長野県商工会連合会 

市町村 長野市、松本市、上田市、飯田市 

県 環境エネルギー課、建築住宅課、財産活用課、くらし安全・消費生活課 

（別紙） 



 

○新 信州の屋根ソーラー普及事業について 

 

長野県環境部 
環境エネルギー課 

 

１ 目的 

環境影響が少なく、県民・県内企業の収入の増加や電気代等光熱水費の削減につなが

る、建築物の屋根への太陽光発電や太陽熱利用のための設備の設置を促進する新たな

仕組みを構築し、太陽光エネルギーの利用拡大を図る。 
 

２ 事業内容 

【展開イメージ】 

 

 

 

 

                

             
 

(1)ソーラーマッピングの構築 

県が建築物の屋根での太陽光のポテンシャルを公表して「見える化」するシステムを

構築 

①システム構築 

  ・平成 30年度から２か年でシステムを構築 

  ・県下全域、既存建築物ごとに太陽光発電や太陽熱利用のポテンシャルを表示 

   ②関係団体との連携 

・ソーラーマッピングを活用することで太陽光発電や太陽熱利用のための設備の

導入が促される仕組みの構築に向けて、関係団体と議論し、連携して普及策を

展開（信州の屋根ソーラー普及検討会） 

〔連携団体〕 

住宅関係団体、自動車関係団体、太陽光関係団体、金融関係団体、市町村等 

(2)ソーラーマッピング普及啓発 

  ・ソーラーマッピングを周知するためのチラシ・ポスター等を作成 

(3) 県有施設の屋根への普及 

  ・県有施設の屋根貸しによる太陽光発電の取組拡大に向けて、導入可能性のある施設

の屋根の耐荷重を把握 

次世代自動車（ＥＶ・Ｐ
ＨＶ）と組み合わせたエ
ネルギーマネジメント 

自動車関係団体 
省エネ住宅改修（省
エネ簡易診断）とのタ
イアップ 

住宅関係団体 

金融機関での金融商
品（融資・ローン）の
提案 

金融関係団体 

初期投資０円モデル
等のビジネスモデル
での活用 

太陽光関係団体 

公共施設（市町村､県）
への太陽光普及（屋根
貸し事業の加速） 

公共機関 

熱需要が高い施設
での熱利用の普及 

福祉施設等 

ソーラーマッピング 

日射量○kWh/m2・年 
設置可能設備○kW 
年間発電量○kWh 
…【最適】 

 

（参考） 



 

(4) 実施スケジュール(案) 

 

 ※第１期として東信及び南信、第２期として中信及び北信を予定 

H30(2018)年度 H31(2019)年度 2020年度～2022年度

第１期

第２期

普及啓発
一般向けセミ
ナー

信州の屋根ソー
ラー普及検討会

参加団体・企業
による連携策

広報協力

独自補助の活用、
モデル事例の横展
開による連携策

システム構築

市町村

他分野が連携
した普及策

システム構築

システム構築

ポテンシャル公表

ポテンシャル公表

第１期エリア 第２期エリア

立上げ、定期的に開催（情報共有、連携策の協議）

連携策の検討 連携策の展開（ＥＶや省エネ改修とのセット提案など）

調整 広報誌、回覧板等による広報協力

連携策の検討
市町村の独自補助と連携した太陽光発電・太陽熱利用の拡大

公共施設への太陽光設備の導入（屋根貸しなど）を連携して拡大


